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【目的】 

・建設副産物の需給バランスの確保 

・リサイクルや適正処理の推進 

 

 

１.１ ＣＯＢＲＩＳの目的等 

【内容】 
・発注者、排出事業者、処理業者が利用者 
・工事情報、施設情報等を登録してお互いに利用 
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 公共工事等で発生した建設副産物および、利用した再

生資材の量等をインターネット上で登録・検索 
 

 建設副産物を受入可能な中間処理施設および、最終処
分場をインターネット上で登録・検索 

 
 建設リサイクル法の届出書、ラージリサイクル法の再生

資源利用[促進]計画書（実施書）等の書類作成 
 

 建設副産物実態調査（センサス）に対応した唯一の全
国規模システム 

 
 センサスに対応するチェックリストの出力 

１.２ COBRISの特徴 
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処理業者 
（中間処理施設等） 

排出事業者 
（施工業者・解体 

工事業者） 

工事発注者 

ＪＡＣＩＣ 
建設副産物情報センター 

・システム管理 
・問い合わせ対応 

提出書類の省力化 
 
○ 建設リサイクル法届出・通知書 
○ 再生資源利用［促進］計画書（実施書） 

工事情報の登録 

工事情報の検索 
施設情報の検索 
リサイクル率の算定 

工事情報の検索 
施設情報の検索 

施設情報の登録 

調査価格情報の登録 

工事情報の検索 
施設情報の検索 
調査価格情報の検索 
リサイクル率の算定 

１.３ システムイメージ 
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 地図を利用した視認性の高い操作が可能 
 

 工事データの内容確認が容易（精度向上） 
 

 工事データの一元管理が可能 
 

 工事データのリサイクル率等の算定が可能 
 

 センサスにおける工事データのとりまとめ期間
の短縮、コスト縮減 

 

 建設副産物の搬出先等となる処理施設の検索
による設計、積算の支援 

 

１.４ システム導入のメリット 
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【 ① 】 

 ・工事データを登録した排出
事業者の担当者情報が確
認できます。 

 

【 ② 】 

 ・工事基礎情報が確認できま
す。 

 

【 ③ 】 

 ・ 工事データの建設資材利
用計画（実施）は［建設資材
利用］ボタンを押下してくだ
さい。 

 

【 ④ 】 

 ・ 工事データの建設副産物
搬出計画（実施）は［建設副
産物搬出］ボタンを押下し
てください。 

① 

② 

③ ④ 

２.１ 工事データの確認画面①  【工事概要】 
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【 ① 】 

 ・ 確認したい建設資材利用
計画（実施）の品目ボタンを
選択します。 

  

【 ② 】 

 ・押下された品目の建設資材
利用が表示されます。 

① 

② 

２.１ 工事データの確認画面 ② 【建設資材利用】 
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【 ① 】 

 ・ 確認したい建設副産物搬
出計画（実施）の品目ボタン
を選択します。 

  

【 ② 】 

 ・押下された品目の建設副産
物搬出が表示されます。 

① 

② 

２.１ 工事データの確認画面 ③ 【建設副産物搬出】 
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２.２ 提出書類の省力化 

□ 再生資源利用〔促進〕計画書（実施書） 

 

・ データを入力すれば、再生
資源利用〔促進〕計画書
（実施書）が作成できます。 

 

 

○提出書類作成の 

  省力化が図れます。 
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２.３ 集計結果の確認画面 ① 【集計表設定】  

【 ① 】 

・ 集計する区分（発注機関ま
たは工事場所）が選択でき
ます。 

 

【 ② 】 

・ １９種類の集計表を選択で
きます。 

 

【 ③ 】 

・ ［確定］ボタンを押下すると、
「集計結果プレビュー」画
面が表示されます。 

① 

② 

③ 
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２.３ 集計結果の確認画面 ② 【集計表出力】  

【 集計結果プレビュー画面 】 

 ・合計値が確認できます。 

 

【 ① 】 

 ・ ［出力］ボタンを押下します。 

  押下後、集計結果の詳細
がEXCEL形式で出力され
ます。 

① 

  

 ○入力済のデータを    
活用した効率的な  
集計ができます。 
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２.３ 集計結果の確認画面 ③ 【集計表出力】  

  

2012年10月1日現在 

抽出 

条件 

調査区分 発注機関 工事場所 完了工期の範囲 

実施 大分類 指定無し 
都道府県 指定無し 開始 平成22年4月1日 

集計単位 小機関別 完了 平成23年3月31日 

発注機関名 
総工事 

件数 

建設廃棄物計（ﾄﾝ） 建設発生土（m3） 

① ② ③=①-② ⑥=④/③ ⑦=（②+④）/① ① ② ③=①-② ⑥=④/③ ⑦=（②+④）/① 

発生量 
現場内利用・ 
減量 
(うち減量化量) 

現場外 
搬出量 

④ ⑤ 
再生資源 
利用促進率A 

再生資源 
利用促進率B 

発生量 
現場内利用・ 
減量 
(うち減量化量) 

現場外 
搬出量 

④ ⑤ 
再生資源 
利用促進率A 

再生資源 
利用促進率B 再生資源利用 

促進 
最終処分 

再生資源利用 

促進 
最終処分 

○○県 ○○工事事務所 30 22,430.5 
18.8 

(-) 
22,411.7 21,218.3 1,193.4 94.7% 94.7% 220,011.5 71,143.8 148,867.7 50,670.6 98,197.1 34.0% 55.4% 

○○県 △△工事事務所 2 687.7 
0.0 
(-) 

687.7 485.6 202.1 70.6% 70.6% 68,886.0 18,686.0 50,200.0 36,455.0 13,745.0 72.6% 80.0% 

○○県 ××工事事務所 29 19,444.8 
9.7 
(-) 

19,435.1 19,300.7 134.4 99.3% 99.3% 127,105.4 84,009.8 43,095.6 4,535.7 38,559.9 10.5% 69.7% 

小 計  － ○○県 61 42,563.0 
28.5 

(-) 
42,534.5 41,004.6 1,529.9 96.4% 96.4% 173,839.6 173,839.6 242,163.3 91,661.3 150,502.0 37.9% 63.8% 

合計 61 42,563.0 
28.5 

(-) 
42,534.5 41,004.6 1,529.9 96.4% 96.4% 173,839.6 173,839.6 242,163.3 91,661.3 150,502.0 37.9% 63.8% 

詳細表２（１） 発注機関別 リサイクル実績リスト （詳細）  －建設廃棄物計、建設発生土－  

【 集計表イメージ 】 

 ・EXCEL上で集計表が確認、印刷
できます。 
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２.４ 出力可能な帳票の種類 【集計表出力】  

  

No 区分 帳票タイトル(発注機関別／工事場所別) 

1 総括表１ 登録工事件数 

2 

総括表２ 

リサイクル実績リスト 建設資材利用量(現場内利用含む) 

3 リサイクル実績リスト 建設資材利用量(現場内利用含む:但し、100％現場内利用を除く) 

4 リサイクル実績リスト 建設資材利用量(現場内利用除く) 

5 リサイクル実績リスト 建設副産物搬出(発生量ベース) 

6 リサイクル実績リスト 建設副産物搬出(搬出量ベース) 

7 

詳細表１ 

リサイクル実績リスト(詳細) －コンクリート、コンクリート及び鉄から成る建設資材－ 

8 リサイクル実績リスト(詳細) －木材、アスファルト混合物－ 

9 リサイクル実績リスト(詳細) －土砂、砕石－ 

10 リサイクル実績リスト(詳細) －塩化ビニル管・継手、石膏ボード－ 

11 リサイクル実績リスト(詳細) －コンクリート塊、建設発生木材A－ 

12 リサイクル実績リスト(詳細) －アスファルト・コンクリート塊、その他がれき類－ 

13 リサイクル実績リスト(詳細) －建設発生木材B、建設汚泥－ 

14 リサイクル実績リスト(詳細) －金属くず、廃塩化ビニル管・継手－ 

15 リサイクル実績リスト(詳細) －廃プラスチック、廃石膏ボード－ 

16 リサイクル実績リスト(詳細) －紙くず、アスベスト－ 

17 リサイクル実績リスト(詳細) －その他の分別された廃棄物、混合状態の廃棄物－ 

18 リサイクル実績リスト(詳細) －建設廃棄物計、建設発生土－ 

19 総括表３ 建設副産物の運搬距離(加重平均) 
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２.５ 地図による工事情報の検索画面 

 ・カーソルを工事マーク
にあわせると、工事
データの「登録区分」、
「チェック状況」、「工
事名称」が右側に表
示されます。 

 ・また、同時に工事の
概要情報が下段に表
示されます。 
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 ・カーソルを施設マーク
にあわせると、処理
施設の保有する施設
区分が右側に表示さ
れます。 

 ・また、カーソルを施設
区分にあわせると下
段に処理施設の詳細
情報が表示されます。 

２.６ 地図による処理施設情報の検索画面 

○ＧＩＳを活用した 
シンプルな検索が
できます。 

 

○マークにカーソル
を置くだけで情報
入手ができます。 
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【目的】 

□ 建設発生土の有効利用のため、その工事間利用  
を促進する。 

 

【内容】 

□ 公共工事等の発注者がシステムの利用者 

□ 工事の予定段階から土量情報を登録してお互い
に利用 

□ 国土交通省の公共工事土量調査に対応 

３.１ 建設発生土情報交換システムについて 
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 全国の公共工事について、発注担当者が共通で利用できる
オンライン情報交換システム 

 建設発生土が発生する工事（搬出工事）、建設発生土を利用
する工事（搬入工事）を対象に、建設発生土に関する最新情
報を提供 

 建設発生土の工事間利用・建設リサイクルの推進に寄与 

   
建設発生土 

情報交換システム 

発注者A 
【 搬入工事 】 

（土量、土質、土工期等） 

発注者B 
【 搬出工事 】 

（土量、土質、土工期等） 工事間利用の実現 
(リアルタイム) 

搬出工事 
の検索 

搬入工事 
の検索 

搬出工事 
の登録 

搬入工事 
の登録 

３.２ 発生土システムとは 

  



19 

公共工事
土量調査
事務局 

調査機関
（未加入） 

調査機関
（加入） 

予定調査 

調査依頼 とりまとめ リスト作成・配布 

工事間利用調整 実績調査 

工事の登録・更新 

利用調整 

利用調整 

調査依頼 とりまとめ   集計   

ﾃﾞｰﾀ作成・提出 ﾃﾞｰﾀ作成・提出 

【導入メリット】 

 予定工事データを事務局に提出する必要がない。 

 相手先候補工事一覧の配布を待つ必要がない。 

 工事登録後はいつでも相手先工事の検索が可能であるため、工期
にあわせて工事間利用調整が可能。 

発生土システム 

代
行
登
録 

デ
ー
タ
抽
出 

デ
ー
タ
抽
出 

代
行
登
録 

３.３ システム導入のメリット 

※入力システムを利用 ※入力システムを利用 
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 工事属性情報（Ａ）および
土量情報（Ｂ）の入力画面
が表示されます。 

 土量情報は最大15個まで
登録できます。 

  

Ａ 

Ｂ 

４.１ 工事情報の登録画面 
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 起点にしたい工事の情報
を［任意箇所］及び［搬出
入区分］に入力して検索
します。  

 起点から 50km圏内に位
置する搬出または搬入工
事を検索します。 

 検索された工事の詳細情
報や工事箇所が別画面
で確認できます。  

４.２ 任意検索画面 
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４.３ 地図検索画面 

 カーソルを工事マーク
にあわせると、工事
データの概要が右側に
表示されます。  

 また、同時に工事の概
要情報が下段に表示さ
れます。  

  

 簡単に検索、情報
入手ができます。  
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① 

【 ① 】 

 ・ JACIC建設副産物情報センター 

   ホームページからダウンロード 

   できます。 

 

http://www.recycle.jacic.or.jp/ 

    download/down_menu.html  

５.１ マニュアルについて 
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一般財団法人 日本建設情報総合センター
（JACIC） 
       建設副産物情報センター 
  ＴＥＬ：０３－３５０５－０４１０（副産物） 
  ＴＥＬ：０３－３５０５－０４１６（発生土） 
  ＦＡＸ：０３－３５０５－０５２０ 
  E-MAIL：recycle@jacic.or.jp 
  受付時間：ＡＭ９：３０～ＰＭ５：３０ 
         （土・日・祝祭日を除く） 
 

※ 問合せは可能な限り、E-MAILでお願いします。 

 システムに関する問い合わせ先 

５.２ 問い合わせ先について 

mailto:recycle@jacic.or.jp

